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超美粧性粉体塗料超美粧性粉体塗料

ⓇⓇ

極めて
美粧性に優れた
艶消し外観

特に
鋼製家具用途に

適合

オーバーベークしても
色差・光沢の
影響が小さい

付き回り性に
優れる

HAA系

ヤニレスで
炉の汚染が
極めて小さい

エネルギー
コスト／

CO2　削減

ブリッジ抑制 超美粧性
粉体塗料

従来品

第3世代
HAA
粉体塗料

デスク

ロッカー

配電盤
・
発電機

間仕切り

什器

照明機器
など

つ
や
消
し
性
と

　
　
　
高
平
滑
性
の
両
立

ロックペイントのホームページ　http://www.rockpaint.co.jp

詳しい使用方法等については、最寄りの営業所へお問い合わせください。

　　　　　　TEL　（03）3640-6000　FAX　（03）3640-9000

　　　　　　TEL　（06）6473-1650　FAX　（06）6473-1000
大阪営業部／〒555-0033／大阪市西淀川区姫島3丁目1番47号

東京営業部／〒136-0076／東京都江東区南砂2丁目37番2号

▶推奨用途▶推奨用途
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ύμʔίʔςΟϯάɹ7PM����/P���

ʢ�ʣ·ͣは4%(TΛりਚくͦ͏
ʬ4%(Tอଘ൛ʭ

ౕؒɹ৳ໜˎ

T)%4͢ࢦΛݱଓՄなࣾձの࣮࣋

�ɹృྉృٕज़ڀݚॴɹද

̍ɽは͡Ίにɹ࿈ࡌにͨͬて
ɹຊࢽʮύμʔίʔςΟϯάʯࢽɺ2�21 Նق߸
͔Βɺळق߸ɺ2�22 ৽߸ɺ͓Αͼय़ق߸ͱɺ̐
ճʹΘͨͬͯ࣋ଓՄͳࣾձͷ࣮ݱΛ͢ࢦ 4%(T ʹ
͍ͭͯࣥච͍ͤͯͨͩ͘͞ػձΛಘͨɻ
ɹࣗࢲɺ塗料、塗装業界にとって最重要課題であ
る気候変動対策を何としても、緊急に打ち立てるため
に世界各国共通で使える「羅針盤」（1）、「道しるべ」（2）

として SDGs を役立たせたいͱ͍ͯ͑ߟΔɻ·ͩ·ͩ
ेʹཧղ͕ಘΒΕ͍ͯͳ͍ 4%(T ΛվΊͯօ͞Μͱ
ֶΜͰ͍͖͍ͨɻ

ɹ���ɹ4%(Tにର͢Δ൷のॻϕετηϥʔに
ɹϕετηϥʔʠਓ৽ੈͷʮࢿຊʯʡʢ3ʣͷஶऀɺࡈ
ɺຊॻͷ͕͖͠ʠ͡Ίʹʕ4%(Tࢯฏ౻ ʮେ
ऺͷΞϔϯʯͰ͋Δʂʡʹ͓͍ͯɺʠࠃ࿈͕͛ܝɺ֤
ଓՄͳ։ൃ࣋ਪਐ͢Δʮ4%(Tʢۀاେࠃ
ඪʣʯͳΒٿશମͷڥΛม͍͑ͯ͘͜ͱ͕Ͱ͖
ΔͩΖ͏͔ɻ͍ɺͦΕΓ͏·͍͔͘ͳ͍ɻ
͕ۀا 4%(T ͷߦಈࢦΛ͍͔ͭ͘ͳͧͬͨͱ͜
ΖͰɺީؾมಈࢭΊΒΕͳ͍ͷͩɻ4%(T ΞϦό
Π࡞ΓͷΑ͏ͳͷͰ͋ΓɺԼͷ͔ػةΒΛഎ͚
ͤ͞ΔޮՌ͔͠ͳ͍ɻʡͱ͍ݴ͍ͬͯΔɻ͜ͷຊɺ
ͳ͔ͳ͔ΤΩαΠςΟϯάͰ͋Γ༦৯ޙɺ໌ ͚ํ·Ͱɺ
ҰؾʹಡΈͬͯ͠·ͬͨɻ1�6� ͔ࠒΒ࢝·ͬͨ
େֶฆ૪࣌ͷΫϥε౼ͷ͍งғؾΛջ͔͘͠ࢥ
͍ग़ͨ͠ɻ
ɹҼΈʹɺʮਓ৽ੈʯʢ"OUISPQPDFOFʣͱɺਓؒͷ
ͷද໘Λ෴͍ਚͨ͘͠ͱ͍ٿಈͷ͕ࠟ׆ࡁܦ
͏ҙຯͰ͋Δɻਓྨͷ׆ಈʹΑͬͯඈ༂తʹ૿େͯ͠
͍Δͷ͕ɺԹࣨޮՌΨεͷҰͭೋࢎԽૉͰ͋Δɻ
ɹࢯ౻ࡈɺʠ࠷৽ͷϚϧΫεڀݚͷՌΛ౿·͑ͯɺ
Λੳ͍ͯ͘͠ͳ͔Ͱɺ൩ຊओٛͷؔࢿͱػةީؾ
ͷϚϧΫεͷ౸ୡ͕ίϛϡχζϜͰ͋Γɺ
ͦΕ͕ͦ͜ʮਓ৽ੈʯͷػةΛΓӽ͑ΔͨΊͷ࠷ળ
ͷಓͩͱ֬৴͔ͨ͠Βͩɻʡͱ͍ݴ͍ͬͯΔɻࢲͱ
ҟͳΔཱͰ͋Δ͕ɺ൴ͷޙࠓͷ࣮ફΛͭ͠ࢹ
ͭɺࢲෛ͚ͣʹ࣋ଓՄͳࣾձͷ࣮ݱΛͯ͠ࢦҰ
าҰาલਐ͍ͯ͜͠͏ͱܾҙΛ৽ͨʹͨ͠ɻ

̎ɽ4%(Tͱはʁɹ༔な։ൃඪͰはない
ɹ4%(Tɿ࣋ଓՄͳ։ൃඪͱɺ2��1 ʹࡦఆ
͞ΕͨϛϨχΞϜ։ൃඪɿ.%(T ͷܧޙͱͯ͠ɺ
2�15  � ݄ͷࠃ࿈αϛοτͰ࠾͞Εͨ「我々の世
界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェ
ンダ：Transforming our world: the 2030 Agenda for 
Sustainable Development」ʢ4ʣʢҎԼɺʮ2�3� ΞδΣϯ
μʯʣʹ͞ࡌهΕͨ 2�16 ͔Β 2�3� ·Ͱͷࡍࠃ
ඪͰ͋Δɻ͜͜Ͱ͍͖͍ͯͨͩͨ͠ͷɺ「我々
の世界を変革する：Transforming our world」ͱ͍͏
จݴͰ͋Δɻ

ʮ2�3� ΞδΣϯμʯҎԼͷ̑ͭͷ෦͔Βߏ͞Ε
͍ͯΔɻ
ɾʮংจɿ1SFBNCMFʯ
ɾʮએݴɿ%FDMBSBUJPOʯ
ɾʮ4%(T ຊจɿ5IF�OFX�"HFOEBʯ
ɾʮ࣮ࢪखஈɿ.FBOT�PG�JNQMFNFOUBUJPOʯ
ɾʮϑΥϩʔΞοϓͱϨϏϡʔɿ'PMMPX�VQ�BOE�SFWJFXʯ
ɹ࠷͕ࢲ͢Δͷɺʮংจʯͷதͷʮٿɿ
1MBOFUʯͷ෦Ͱ͋Δɻ

We are determined to protect the planet from 
degradation, including through sustainable 
consumption and production, sustainably managing 
its natural resources and taking urgent action on 
climate change, so that it can support the needs of 
the present and future generations.

ɹ͢ͳΘͪɺʮ࣋ଓՄͳফඅ͓Αͼੜ࢈ʯʮఱવࢿ
ʯʹΑͬࡦมಈରީؾͳٸۓଓՄͳཧʯʮ࣋ͷݯ
ͯٿΛഁյ͔ΒकΔͱએ͍ͯ͠ݴΔͩɻͱΓΘ
͚ɺ「緊急な気候変動対策：urgent action on climate 
change」ʹͯ͠ཉ͍͠ɻߦʹٸۓಈΛ͜͞ىͳ
͚ΕٿΛഁյ͔Β͜͏ٹͱͰ͖ͳ͍ͱએͯ͠ݴ
͍Δͷͩɻ͢ͳΘͪɺ「2030 アジェンダ」は、地球を
破壊から守るための「緊急事態宣言」ͱͯͬݴ͍͍
ͷͩɻ
ɹͨͩɺʮ2�3�ΞδΣϯμʯɺʮੈք͔ΒශࠔΛͳ͘͢ʯ
͜ͱͱɺʮ࣋ଓෆͳࡏݱͷࣾձɾࡁܦɾڥʯΛม
ֵͯ͠ʮ࣋ଓՄͳࣾձɾࡁܦɾڥʯΛ࣮͢ݱΔͱ
͍͏ೋͭͷมֵΛඪͱ͍ͯ͠Δɻ
ɹͦͷͨΊʹɺ2�3� Λݶظͱͯ͠ɺ17 ͷΰʔϧɺ
16� ͷλʔήοτʢ࣮ࢪखஈؚΉʣɺ232 ͷࢦඪʹΑͬ
ͯೋͭͷมֵΛୡ͢ΔͨΊʹୡ͖͢ඪ͕
4%(T Ͱ͋Δͱ͑ߟΔɻ
ɹ·ͣʠதʡΛ͍͖͍ͨͯݟɻ



�
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̏ɽ4%(Tのߏᶃɹ·ͣ、ΰʔϧΛ֬ೝ
ɹ·ͣɺ17 ͷΰʔϧΛͯݟΈΑ͏ʢ5ʣɻ
ΰʔϧ̍�ශࠔΛなくͦ͏
� ͋ΒΏΔॴͷ͋ΒΏΔܗଶ

ͷශࠔΛऴΘΒͤΔ

ΰʔϧ̎ɹٌծΛθϩに
� ٌծΛऴΘΒͤɺ৯ྉ҆શอ

োٴͼӫཆվળΛ࣮͠ݱɺ࣋
ଓՄͳۀΛଅਐ͢Δ

ΰʔϧ̏ɹ͢てのਓに݈߁ͱࢱΛ
� ͋ΒΏΔྸͷͯ͢ͷਓʑ

ͷ݈߁తͳੜ׆Λ֬อ͠ɺ
Λଅਐ͢Δࢱ

ΰʔϧ̐ɹ࣭のߴいڭҭΛΈΜなに
� ͯ͢ͷਓʑͷแઁత͔ͭ

ެਖ਼ͳ࣭ͷڭ͍ߴҭΛఏ͠ڙɺ
ੜֶ֔शͷػձΛଅਐ͢Δ

ΰʔϧ̑ɹδΣϯμʔฏ等Λ࣮ݱしΑ͏
� δΣϯμʔฏΛୡ͠ɺ͢

ͯͷঁੑٴͼঁࣇͷྗڧ
ԽΛ͏ߦ

ΰʔϧ̒ɹ҆શなਫͱτΠϨΛੈքதに
� ͯ͢ͷਓʑͷਫͱӴੜͷར

༻Մੑͱ࣋ଓՄͳཧΛ
֬อ͢Δ

ΰʔϧ̓ɹΤωϧΪʔΛΈΜなにͦしてΫϦʔϯに
� ͯ͢ͷਓʑͷɺ҆Ձ͔ͭ৴

པͰ͖Δ࣋ଓՄͳۙతΤ
ωϧΪʔͷΞΫηεΛ֬อ
͢Δ

ΰʔϧ̔ɹಇ͖͕いࡁܦ
� แઁత͔ͭ࣋ଓՄͳࡁܦ

ٴͼͯ͢ͷਓʑͷશ͔
ͭੜ࢈తͳޏ༻ͱಇ͖͕͍ͷ
͋ΔਓؒΒ͍͠ޏ༻ʢσΟʔ
ηϯτɾϫʔΫʣΛଅਐ͢Δ

ΰʔϧ̕ɹ࢈業ͱٕज़ֵ৽のج൫Λ࡞Ζ͏
� ʢϨδϦΤϯτʣͳΠϯᯰڧ

ϑϥߏஙɺแઁత͔ͭ࣋ଓՄ
ͳۀ࢈ԽͷଅਐٴͼΠϊ
ϕʔγϣϯͷਪਐΛਤΔ

ΰʔϧ��ɹਓࠃのෆฏ等Λなくͦ͏
� ͷෆฏΛؒࠃͼ֤ٴࠃ֤

ੋਖ਼͢Δ

ΰʔϧ��ɹॅΈଓ͚ΒΕΔ·ͪͮくりΛ
� แઁతͰ҆શ͔ͭᯰڧʢϨδ

ϦΤϯτʣͰ࣋ଓՄͳࢢ
Δ͢ݱΛ࣮ॅډͼਓؒٴ

ΰʔϧ��ɹつくΔつ͔͏
� ଶΛ֬ܗফඅ࢈ଓՄͳੜ࣋

อ͢Δ

ΰʔϧ��ɹީؾมಈに۩ମతなରࡦΛ
� ݮΛܰڹͼͦͷӨٴมಈީؾ

͢ΔͨΊͷٸۓରࡦΛ͡ߨΔ
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ΰʔϧ��ɹւの๛͔さΛकΖ͏
� ଓՄͳ։ൃͷͨΊʹւ༸ɾ࣋

ւ༸ݯࢿΛอશ͠ɺ࣋ଓՄ
ͳܗͰར༻͢Δ

ΰʔϧ��ɹの๛͔さकΖ͏
� Ҭੜଶܥͷอޢɺճ෮ɺ࣋

ଓՄͳར༻ͷਪਐɺ࣋ଓՄ
ͳྛͷܦӦɺ࠭യԽͷ
ରॲɺͳΒͼʹͷྼԽͷ
ͼੜଟ༷ੑͷٴɾճ෮ࢭ્
ଛࣦΛ્͢ࢭΔ

ΰʔϧ��ɹฏͱެਖ਼Λ͢てのਓに
� ଓՄͳ։ൃͷͨΊͷฏ࣋

ͰแઁతͳࣾձΛଅਐ͠ɺ͢
ͯͷਓʑʹ࢘๏ͷΞΫη
εΛఏ͠ڙɺ͋ΒΏΔϨϕϧ
ʹ͓͍ͯޮՌతͰઆ໌ͷ
͋Δแઁతͳ੍Λߏங͢Δ

ΰʔϧ��ɹύʔτφʔγοϓͰඪΛୡしΑ͏
� ࢪଓՄͳ։ൃͷͨΊͷ࣮࣋

खஈΛڧԽ͠ɺάϩʔόϧɾ
ύʔτφʔγοϓΛੑ׆Խ͢
Δ

ɹͬ͟ͱ͚ͩͨݟͰɺ̏ɺ͢ͳΘͪɺࣾձɺ
·ʹɺΨόφϯεʹؔ͢Δΰʔϧɺ͞Βʹɺ֤ڥ
͕ͨΔΰʔϧ͕ೖΓཚΕ͍ͯΔҹΛड͚Δɻ
ɹզʑɺృྉɾృʹؔΘΔͷʹͱͬͯҰݟख
ʹෛ͑ͳ͍ΰʔϧ͋Δɻྫ͑ҎԼͷॾΰʔϧͩɻ
ɾΰʔϧ̍ɹශࠔΛͳͦ͘͏
ɾΰʔϧ̎ɹٌծΛθϩʹ
ɾΰʔϧ 1�ɹਓࠃͷෆฏΛͳͦ͘͏
ɾΰʔϧ 16ɹฏͱެਖ਼Λͯ͢ͷਓʹ
ɹͨͩ͠ɺ૾ྗΛಇ͔ͤΕɺ͜ΕΒզʑʹਂ͘
ؔΘͬͯ͘Δ͜ͱ͕͔Δɻ
ɹ͜͜Ͱɺ֤ΰʔϧʹਵ͢Δʮλʔήοτʯɺʮ࣮ࢪ
खஈʯΛ૯লͷϗʔϜϖʔδ͔Βհ͍ͤͯͨͩ͞
͘ɻ4%(Tʹؔ͢Δࢿૅجྉͱͯ͠Ұ͔ॴʹ·ͱΊͯɺ
͍ͭͰݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͜ͱඞཁͩͱ͑ߟΔ͔Β
ͩɻ

̐ɽ4%(Tのߏᶄɹλʔήοτ、࣮ࢪखஈ
ɹ֤ΰʔϧͷจ͚ͩݴͰࠓҰาΠϝʔδ͕༙͔ͳ
͍ɻΓɺ֤ΰʔϧຖͷλʔήοτɺ͓Αͼ࣮ࢪख
ஈΛಡΊ͔ͳΓΰʔϧͷҦΘΜͱ͍ͯ͠Δ͜ͱ͕ཧ
ղͰ͖Δɻ
ɹ૬ͳϘϦϡʔϜʹͳΔ͕ɺ֤ΰʔϧͷ 16� ͷλʔ

ήοτɺ͓Αͼ࣮ࢪखஈΛհ͢Δʢ5ʣɻ4%(T อଘ൛
ͱͯ͠׆༻͍͖͍ͯͨͩͨ͠ɻ
ΰʔϧ̍ɹ͋ΒΏΔ所の͋ΒΏΔܗଶのශࠔΛ
ऴわΒせΔ
ʬλʔήοτʭ
1�1� 2�3� ·Ͱʹɺ̍ࡏݱ 1�25 υϧະຬͰੜ͢׆

Δਓʑͱఆٛ͞Ε͍ͯΔۃͷශࠔΛ͋ΒΏΔ
ॴͰऴΘΒͤΔɻ

1�2� 2�3� ·Ͱʹɺ֤ࠃఆٛʹΑΔ͋ΒΏΔݩ࣍ͷ
ශࠔঢ়ଶʹ͋Δɺશͯͷྸͷஉੑɺঁੑɺڙࢠ
ͷׂ߹Λͤ͞ݮΔɻ

1�3� 2�3� ·Ͱʹɺ֤ࠃఆٛʹΑΔ͋ΒΏΔݩ࣍ͷ
ශࠔঢ়ଶʹ͋Δɺશͯͷྸͷஉੑɺঁੑɺڙࢠ
ͷׂ߹Λͤ͞ݮΔɻ

1�4� 2�3� ·Ͱʹɺශࠔٴͼ੬ऑΛ͡Ίɺશ
ͯͷஉੑٴͼঁੑ͕ɺૅجతαʔϏεͷΞΫη
εɺٴͼͦͷଞͷܗଶͷ࢈ࡒʹର͢Δॴ༗ݖ
ͱཧݶݖɺ૬ଓ࢈ࡒɺఱવݯࢿɺదͳ৽ٕ
ज़ɺϚΠΫϩϑΝΠφϯεΛؚΉۚ༥αʔϏεʹ
Ճ͑ɺࡁܦతݯࢿʹ͍ͭͯฏͳݖརΛͭ࣋͜
ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹ֬อ͢Δɻ

1�5� 2�3� ·Ͱʹɺශࠔ੬ऑͳঢ়گʹ͋Δਓʑ
ͷੑᯰڧʢϨδϦΤϯεʣΛߏங͠ɺީؾมಈʹ
ؔ࿈͢Δۃͳؾݱͦͷଞͷࡁܦɺࣾձɺ
͢ݮ࿐੬ऑੑΛܰʹࡂతγϣοΫڥ
Δɻ

ʬ࣮ࢪखஈʭ
1�B� ͋ΒΏΔݩ࣍ͰͷශࠔΛऴΘΒͤΔͨΊͷܭը

ࡦΛ࣮͢ࢪΔ͘ɺൃޙ։ൃ్্ࠃΛ͡Ίͱ
͢Δ։ൃ్্ࠃʹରͯ͠ద͔ͭ༧ଌՄͳखஈ
Λ͡ߨΔͨΊɺ։ൃྗڠͷڧԽͳͲΛ௨ͯ͡ɺ͞
·͟·ͳ͔ݯڅڙΒͷ૬ྔͷݯࢿͷಈһΛ֬อ
͢Δɻ

1�C� ශࠔ໓ͷͨΊͷߦಈͷ֦ࢿେΛࢧԉ͢Δͨ
ΊɺࠃɺҬٴͼࡍࠃϨϕϧͰɺශࠔδΣϯ
μʔʹྀͨ͠։ൃઓུʹ͍ͨͮجదਖ਼ͳࡦత
ΈΛߏங͢Δɻ

ΰʔϧ̎ɹٌծΛऴわΒせ、৯ྉ҆શอোٴͼӫ
ཆվળΛ࣮ݱし、࣋ଓՄな業Λଅਐ͢Δ
ʬλʔήοτʭ
2�1� 2�3� ·ͰʹɺٌծΛ໓͠ɺશͯͷਓʑɺಛ

ʹශࠔٴͼ༮ࣇΛؚΉ੬ऑͳཱʹ͋Δਓʑ͕
Ұத҆શ͔ͭӫཆͷ͋Δ৯ྉΛेಘΒΕΔΑ
͏ʹ͢Δɻ

2�2� ͍ͯͭʹױফੑ࣬ͷൃҭ્ڙࢠະຬͷࡀ̑
తʹ߹ҙ͞ΕͨλʔήοτΛࡍࠃ 2�25 ·Ͱʹ
ୡ͢ΔͳͲɺ2�3� ·Ͱʹ͋ΒΏΔܗଶͷӫ
ཆෆྑΛղফ͠ɺएঁࢠɺ්ɾतೕ්ٴͼߴ
ྸऀͷӫཆχʔζͷରॲΛ͏ߦɻ

2�3� 2�3�·Ͱʹɺɺͦ ͷଞͷੜݯࢿ࢈ɺೖࡒɺ
ࣝɺۚ༥αʔϏεɺࢢٴͼߴՃՁԽඇ
ޏۀ༻ͷػձͷ࣮͔֬ͭฏͳΞΫηεͷ֬
อͳͲΛ௨ͯ͡ɺঁੑɺઌॅຽɺՈՈɺச
ຽٴͼऀۀړΛ͡Ίͱ͢Δখن৯ྉੜऀ࢈ͷ
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農業生産性及び所得を倍増させる。
2.4 2030 年までに、生産性を向上させ、生産量を増

やし、生態系を維持し、気候変動や極端な気象現
象、干ばつ、洪水及びその他の災害に対する適応
能力を向上させ、漸進的に土地と土壌の質を改善
させるような、持続可能な食料生産システムを確
保し、強靭（レジリエント）な農業を実践する。

2.5 2020 年までに、国、地域及び国際レベルで適正
に管理及び多様化された種子・植物バンクなども
通じて、種子、栽培植物、飼育・家畜化された動
物及びこれらの近縁野生種の遺伝的多様性を維持
し、国際的合意に基づき、遺伝資源及びこれに関
連する伝統的な知識へのアクセス及びその利用か
ら生じる利益の公正かつ衡平な配分を促進する。

《実施手段》
2.a 開発途上国、特に後発開発途上国における農業生

産能力向上のために、国際協力の強化などを通じ
て、農村インフラ、農業研究・普及サービス、技
術開発及び植物・家畜のジーン・バンクへの投資
の拡大を図る。

2.b ドーハ開発ラウンドのマンデートに従い、全ての
農産物輸出補助金及び同等の効果を持つ全ての輸
出措置の同時撤廃などを通じて、世界の市場にお
ける貿易制限や歪みを是正及び防止する。

2.c 食料価格の極端な変動に歯止めをかけるため、食
料市場及びデリバティブ市場の適正な機能を確保
するための措置を講じ、食料備蓄などの市場情報
への適時のアクセスを容易にする。

ゴール３　あらゆる年齢のすべての人々の健康的
な生活を確保し、福祉を促進する

《ターゲット》
3.1 2030 年までに、世界の妊産婦の死亡率を出生 10

万人当たり 70 人未満に削減する。
3.2 全ての国が新生児死亡率を少なくとも出生 1,000

件中 12 件以下まで減らし、５歳以下死亡率を少
なくとも出生 1,000 件中 25 件以下まで減らすこ
とを目指し、 2030 年までに、新生児及び５歳未満
児の予防可能な死亡を根絶する。

3.3 2030 年までに、エイズ、結核、マラリア及び顧
みられない熱帯病といった伝染病を根絶するとと
もに肝炎、水系感染症及びその他の感染症に対処
する。

3.4 2030年までに、非感染性疾患による若年死亡率を、
予防や治療を通じて３分の１減少させ、精神保健
及び福祉を促進する。

3.5 薬物乱用やアルコールの有害な摂取を含む、物質
乱用の防止・治療を強化する。

3.6 2020 年までに、世界の道路交通事故による死傷
者を半減させる。

3.7 2030 年までに、家族計画、情報・教育及び性と
生殖に関する健康の国家戦略・計画への組み入れ
を含む、性と生殖に関する保健サービスを全ての
人々が利用できるようにする。

3.8 全ての人々に対する財政リスクからの保護、質の

高い基礎的な保健サービスへのアクセス及び安全
で効果的かつ質が高く安価な必須医薬品とワクチ
ンへのアクセスを含む、ユニバーサル・ヘルス・
カバレッジ（UHC）を達成する。

3.9 2030 年までに、有害化学物質、並びに大気、水
質及び土壌の汚染による死亡及び疾病の件数を大
幅に減少させる。

《実施手段》
3.a 全ての国々において、たばこの規制に関する世界

保健機関枠組条約の実施を適宜強化する。
3.b 主に開発途上国に影響を及ぼす感染性及び非感染

性疾患のワクチン及び医薬品の研究開発を支援す
る。また、知的所有権の貿易関連の側面に関する
協定（TRIPS 協定）及び公衆の健康に関するドー
ハ宣言に従い、安価な必須医薬品及びワクチンへ
のアクセスを提供する。同宣言は公衆衛生保護及
び、特に全ての人々への医薬品のアクセス提供に
かかわる「知的所有権の貿易関連の側面に関する
協定（TRIPS 協定）」の柔軟性に関する規定を最
大限に行使する開発途上国の権利を確約したもの
である。

3.c 開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発
途上国において保健財政及び保健人材の採用、能
力開発・訓練及び定着を大幅に拡大させる。

3.d 全ての国々、特に開発途上国の国家・世界規模な
健康危険因子の早期警告、危険因子緩和及び危険
因子管理のための能力を強化する。

ゴール４　すべての人々への包摂的かつ公正な質
の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

《ターゲット》
4.1 2030 年までに、全ての子供が男女の区別なく、

適切かつ効果的な学習成果をもたらす、無償かつ
公正で質の高い初等教育及び中等教育を修了でき
るようにする。

4.2 2030 年までに、全ての子供が男女の区別なく、
質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育にア
クセスすることにより、初等教育を受ける準備が
整うようにする。

4.3 2030 年までに、全ての人々が男女の区別なく、
手の届く質の高い技術教育・職業教育及び大学を
含む高等教育への平等なアクセスを得られるよう
にする。

4.4 2030 年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、
働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必要な
技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させ
る。

4.5 2030 年までに、教育におけるジェンダー格差を
無くし、障害者、先住民及び脆弱な立場にある子
供など、脆弱層があらゆるレベルの教育や職業訓
練に平等にアクセスできるようにする。

4.6 2030 年までに、全ての若者及び大多数（男女と
もに）の成人が、読み書き能力及び基本的計算能
力を身に付けられるようにする。

4.7 2030 年までに、持続可能な開発のための教育及
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ύμʔίʔςΟϯάɹ7PM����/P���

ۀੜٴੑ࢈ͼॴಘΛഒ૿ͤ͞Δɻ
2�4� 2�3� ·Ͱʹɺੜੑ࢈Λ্ͤ͞ɺੜྔ࢈Λ૿

͠ɺੜଶܥΛҡ࣋͠ɺީؾมಈۃͳؾݱ
ɺׯͭɺߑਫٴͼͦͷଞͷࡂʹର͢ΔదԠ
ྗΛ্ͤ͞ɺਐతʹͱͷ࣭Λվળ
ͤ͞ΔΑ͏ͳɺ࣋ଓՄͳ৯ྉੜ࢈γεςϜΛ֬
อ͠ɺڧਟʢϨδϦΤϯτʣͳۀΛ࣮ફ͢Δɻ

2�5� 2�2� ·ͰʹɺࠃɺҬٴͼࡍࠃϨϕϧͰదਖ਼
ʹཧٴͼଟ༷Խ͞Εͨछࢠɾ২όϯΫͳͲ
௨ͯ͡ɺछࢠɺഓ২ɺࣂҭɾՈசԽ͞Εͨಈ
ٴͼ͜ΕΒͷۙԑੜछͷҨతଟ༷ੑΛҡ࣋
͠ɺࡍࠃత߹ҙʹ͖ͮجɺҨٴݯࢿͼ͜Εʹؔ
࿈͢Δ౷తͳࣝͷΞΫηεٴͼͦͷར༻͔
Βੜ͡Δརӹͷެਖ਼͔ͭߧฏͳΛଅਐ͢Δɻ

ʬ࣮ࢪखஈʭ
2�B� ։ൃ్্ࠃɺಛʹൃޙ։ൃ్্ࠃʹ͓͚Δۀੜ

ԽͳͲΛ௨͡ڧͷྗڠࡍࠃͷͨΊʹɺ্ྗ࢈
ͯɺଜΠϯϑϥɺڀݚۀɾීٴαʔϏεɺٕ
ज़։ൃٴͼ২ɾՈசͷδʔϯɾόϯΫͷࢿ
ͷ֦େΛਤΔɻ

2�C� υʔϋ։ൃϥϯυͷϚϯσʔτʹै͍ɺશͯͷ
࢈༌ग़ิॿۚٴͼಉͷޮՌΛͭ࣋શͯͷ༌
ग़ાஔͷಉ࣌ఫഇͳͲΛ௨ͯ͡ɺੈքͷࢢʹ͓
͚Δқ੍ݶΈΛੋਖ਼ٴͼ͢ࢭΔɻ

2�D� ৯ྉՁ֨ͷۃͳมಈʹࢭࣃΊΛ͔͚ΔͨΊɺ৯
ྉࢢٴͼσϦόςΟϒࢢͷదਖ਼ͳػΛ֬อ
͢ΔͨΊͷાஔΛ͡ߨɺ৯ྉඋͳͲͷࢢใ
ͷద࣌ͷΞΫηεΛ༰қʹ͢Δɻ

ΰʔϧ̏ɹ͋ΒΏΔྸの͢てのਓʑの݈߁త
なੜ׆Λ֬อし、ࢱΛଅਐ͢Δ
ʬλʔήοτʭ
3�1� 2�3� ·Ͱʹɺੈքͷ්࢈ͷࢮΛग़ੜ 1�

ສਓͨΓ 7� ਓະຬʹ͢ݮΔɻ
3�2� શͯͷ͕ࠃ৽ੜࢮࣇΛগͳ͘ͱग़ੜ 1���

݅த 12 ݅ҎԼ·ͰݮΒ͠ɺ̑ࡀҎԼࢮΛগ
ͳ͘ͱग़ੜ 1��� ݅த 25 ݅ҎԼ·ͰݮΒ͢͜
ͱΛ͠ࢦɺ�2�3� ·Ͱʹɺ৽ੜٴࣇͼ̑ࡀະຬ
Λࠜઈ͢Δɻࢮͷ༧Մͳࣇ

3�3� 2�3� ·ͰʹɺΤΠζɺ݁֩ɺϚϥϦΞٴͼސ
ΈΒΕͳ͍ଳපͱ͍ͬͨછපΛࠜઈ͢Δͱͱ
ʹ؊Ԍɺਫײܥછٴͼͦͷଞͷײછʹରॲ
͢Δɻ

3�4� 2�3�·Ͱʹɺඇײછੑ࣬ױʹΑΔएࢮΛɺ
༧ྍ࣏Λ௨ͯ̏͡ͷ̍ݮগͤ͞ɺਫ਼ਆอ݈
Λଅਐ͢Δɻࢱͼٴ

3�5� ༀཚ༻Ξϧίʔϧͷ༗ͳઁऔΛؚΉɺ࣭
ཚ༻ͷࢭɾྍ࣏ΛڧԽ͢Δɻ

3�6� 2�2� ·Ͱʹɺੈքͷಓ࿏ަ௨ނࣄʹΑΔࢮই
ऀΛͤ͞ݮΔɻ

3�7� 2�3� ·ͰʹɺՈܭըɺใɾڭҭٴͼੑͱ
ੜ৩ʹؔ͢Δ݈߁ͷࠃՈઓུɾܭըͷΈೖΕ
ΛؚΉɺੑͱੜ৩ʹؔ͢Δอ݈αʔϏεΛશͯͷ
ਓʑ͕ར༻Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͢Δɻ

3��� શͯͷਓʑʹର͢ΔࡒϦεΫ͔Βͷอޢɺ࣭ͷ

ͼ҆શٴతͳอ݈αʔϏεͷΞΫηεૅج͍ߴ
ͰޮՌత͔࣭͕ͭ҆͘ߴՁͳඞਢҩༀͱϫΫν
ϯͷΞΫηεΛؚΉɺϢχόʔαϧɾϔϧεɾ
ΧόϨοδʢ6)$ʣΛୡ͢Δɻ

3��� 2�3� ·Ͱʹɺ༗Խֶ࣭ɺฒͼʹେؾɺਫ
ͼ࣬පͷ݅ΛେٴࢮͼͷԚછʹΑΔٴ࣭
෯ʹݮগͤ͞Δɻ

ʬ࣮ࢪखஈʭ
3�B� શͯͷࠃʑʹ͓͍ͯɺͨ͜ͷ੍نʹؔ͢Δੈք

อ݈ؔػͷ࣮ࢪΛదٓڧԽ͢Δɻ
3�C� ओʹ։ൃ్্ࠃʹӨڹΛײ͢΅ٴછੑٴͼඇײછ

ԉ͢ࢧ։ൃΛڀݚͼҩༀͷٴͷϫΫνϯױ࣬ੑ
Δɻ·ͨɺతॴ༗ݖͷқؔ࿈ͷଆ໘ʹؔ͢Δ
ఆʢ53*14ڠ Δυʔؔ͢ʹ߁ͼެऺͷ݈ٴఆʣڠ
ϋએݴʹै͍ɺ҆ՁͳඞਢҩༀٴͼϫΫνϯ
ͷΞΫηεΛఏ͢ڙΔɻಉએݴެऺӴੜอٴޢ
ͼɺಛʹશͯͷਓʑͷҩༀͷΞΫηεఏڙʹ
͔͔ΘΔʮతॴ༗ݖͷқؔ࿈ͷଆ໘ʹؔ͢Δ
ఆʢ53*14ڠ ࠷ఆΛنఆʣʯͷॊೈੑʹؔ͢Δڠ
େ͢ߦʹݶΔ։ൃ్্ࠃͷݖརΛ֬ͨ͠ͷ
Ͱ͋Δɻ

3�D� ։ൃ్্ࠃɺಛʹൃޙ։ൃ్্ٴࠃͼখౡቦ։ൃ
ɺ༺࠾ͷࡐͼอ݈ਓٴࡒอ݈͍͓ͯʹࠃ্్
ྗ։ൃɾ܇࿅ٴͼఆணΛେ෯ʹ֦େͤ͞Δɻ

3�E� શͯͷࠃʑɺಛʹ։ൃ్্ࠃͷࠃՈɾੈքنͳ
ݥةͼٴ؇ࢠҼݥةɺࠂܯظͷૣࢠҼݥة߁݈
ҼࢠཧͷͨΊͷྗΛڧԽ͢Δɻ

ΰʔϧ̐ɹ͢てのਓʑへのแઁత͔つެਖ਼な࣭
のߴいڭҭΛఏڙし、ੜֶ֔शのػձΛଅਐ͢Δ
ʬλʔήοτʭ
4�1� 2�3� ·Ͱʹɺશͯͷ͕ڙࢠஉঁͷ۠ผͳ͘ɺ

ద͔ͭޮՌతͳֶशՌΛͨΒ͢ɺແঈ͔ͭ
ެਖ਼Ͱ࣭ͷ͍ߴॳڭҭٴͼதڭҭΛमྃͰ͖
ΔΑ͏ʹ͢Δɻ

4�2� 2�3� ·Ͱʹɺશͯͷ͕ڙࢠஉঁͷ۠ผͳ͘ɺ
࣭ͷ͍ߴೕ༮ࣇͷൃୡɾέΞٴͼबֶલڭҭʹΞ
Ϋηε͢Δ͜ͱʹΑΓɺॳڭҭΛड͚Δ४උ͕
͏Α͏ʹ͢Δɻ

4�3� 2�3� ·Ͱʹɺશͯͷਓʑ͕உঁͷ۠ผͳ͘ɺ
खͷಧ࣭͘ͷٕ͍ߴज़ڭҭɾ৬ڭۀҭٴͼେֶΛ
ؚΉߴڭҭͷฏͳΞΫηεΛಘΒΕΔΑ͏
ʹ͢Δɻ

4�4� 2�3� ·Ͱʹɺٕज़తɾ৬ۀతεΩϧͳͲɺޏ༻ɺ
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4�7� 2�3� ·Ͱʹɺ࣋ଓՄͳ։ൃͷͨΊͷڭҭٴ



12

パウダーコーティング　Vol.21 No. 3

び持続可能なライフスタイル、人権、男女の平等、
平和及び非暴力的文化の推進、グローバル・シチ
ズンシップ、文化多様性と文化の持続可能な開発
への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、
持続可能な開発を促進するために必要な知識及び
技能を習得できるようにする。

《実施手段》
4.a 子供、障害及びジェンダーに配慮した教育施設を

構築・改良し、全ての人々に安全で非暴力的、包
摂的、効果的な学習環境を提供できるようにする。

4.b 2020 年までに、開発途上国、特に後発開発途上
国及び小島嶼開発途上国、並びにアフリカ諸国
を対象とした、職業訓練、情報通信技術（ICT）、
技術・工学・科学プログラムなど、先進国及びそ
の他の開発途上国における高等教育の奨学金の件
数を全世界で大幅に増加させる。

4.c 2030 年までに、開発途上国、特に後発開発途上
国及び小島嶼開発途上国における教員研修のため
の国際協力などを通じて、質の高い教員の数を大
幅に増加させる。

ゴール５　ジェンダー平等を達成し、すべての女
性及び女児の能力強化を行う

《ターゲット》
5.1 あらゆる場所における全ての女性及び女児に対す

るあらゆる形態の差別を撤廃する。
5.2 人身売買や性的、その他の種類の搾取など、全て

の女性及び女児に対する、公共・私的空間におけ
るあらゆる形態の暴力を排除する。

5.3 未成年者の結婚、早期結婚、強制結婚及び女性器
切除など、あらゆる有害な慣行を撤廃する。

5.4 公共のサービス、インフラ及び社会保障政策の提
供、並びに各国の状況に応じた世帯・家族内にお
ける責任分担を通じて、無報酬の育児・介護や家
事労働を認識・評価する。

5.5 政治、経済、公共分野でのあらゆるレベルの意思
決定において、完全かつ効果的な女性の参画及び
平等なリーダーシップの機会を確保する。

5.6 国際人口・開発会議（ICPD）の行動計画及び北
京行動綱領、並びにこれらの検証会議の成果文書
に従い、性と生殖に関する健康及び権利への普遍
的アクセスを確保する。

《実施手段》
5.a 女性に対し、経済的資源に対する同等の権利、並

びに各国法に従い、オーナーシップ及び土地その
他の財産、金融サービス、相続財産、天然資源に
対するアクセスを与えるための改革に着手する。

5.b 女性の能力強化促進のため、ICT をはじめとする
実現技術の活用を強化する。

5.c ジェンダー平等の促進、並びに全ての女性及び女
子のあらゆるレベルでの能力強化のための適正な
政策及び拘束力のある法規を導入・強化する。

ゴール６　すべての人々の水と衛生の利用可能性
と持続可能な管理を確保する

《ターゲット》
6.1 2030 年までに、全ての人々の、安全で安価な飲

料水の普遍的かつ衡平なアクセスを達成する。
6.2 2030 年までに、全ての人々の、適切かつ平等な

下水施設・衛生施設へのアクセスを達成し、野外
での排泄をなくす。女性及び女児、並びに脆弱な
立場にある人々のニーズに特に注意を払う。

6.3 2030 年までに、汚染の減少、投棄の廃絶と有害
な化学物・物質の放出の最小化、未処理の排水の
割合半減及び再生利用と安全な再利用の世界的規
模で大幅に増加させることにより、水質を改善す
る。

6.4 2030 年までに、全セクターにおいて水利用の効
率を大幅に改善し、淡水の持続可能な採取及び供
給を確保し水不足に対処するとともに、水不足に
悩む人々の数を大幅に減少させる。

6.5 2030 年までに、国境を越えた適切な協力を含む、
あらゆるレベルでの統合水資源管理を実施する。

6.6 2020 年までに、山地、森林、湿地、河川、帯水層、
湖沼を含む水に関連する生態系の保護・回復を行
う。

《実施手段》
6.a 2030年までに、集水、海水淡水化、水の効率的利用、

排水処理、リサイクル・再利用技術を含む開発途
上国における水と衛生分野での活動と計画を対象
とした国際協力と能力構築支援を拡大する。

6.b 水と衛生に関わる分野の管理向上における地域コ
ミュニティの参加を支援・強化する。

ゴール７　すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保
する

《ターゲット》
7.1 2030 年までに、安価かつ信頼できる現代的エネ

ルギーサービスへの普遍的アクセスを確保する。
7.2 2030 年までに、世界のエネルギーミックスにお

ける再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大させ
る。

7.3 2030 年までに、世界全体のエネルギー効率の改
善率を倍増させる。

《実施手段》
7.a 2030 年までに、再生可能エネルギー、エネルギー

効率及び先進的かつ環境負荷の低い化石燃料技術
などのクリーンエネルギーの研究及び技術へのア
クセスを促進するための国際協力を強化し、エネ
ルギー関連インフラとクリーンエネルギー技術へ
の投資を促進する。

7.b 2030 年までに、各々の支援プログラムに沿って
開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発
途上国、内陸開発途上国の全ての人々に現代的で
持続可能なエネルギーサービスを供給できるよ
う、インフラ拡大と技術向上を行う。
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